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国際会議「生態系および持続的開発2001」に参加して

岡本 勝男食料生産予測チーム

2001年６月４日から10日まで，文部科学省科

学技術振興調整費総合研究「炭素循環に関する

グローバルマッピングとその高度化に関する国

際共同研究」の個別課題「衛星データを用いた

農耕地における一次生産および関連諸量のマッ

ピングの高度化に関する研究」の成果を発表す

るため，スペインのアリカンテ市に研究交流促

進法で出張した。

アリカンテ市は，スペイン南東部バレンシア

の地方都市で，地中海に面した保養地である。

スペインだけでなく，ヨーロッパ各地から，避

寒・避暑客が訪れる。地中海のどこまでも青い

， ， ，空と海 爽やかな風 そして降り注ぐ陽光の中

国際会議「生態系および持続的開発2001」

ECOSUD2001 : ECOsystem and SUstainable（

）が，６月６日から８日までアリDevelopment

カンテ大学国際会議場で開催された。アリカン

テ大学は，アリカンテ市の郊外に位置し，荒漠

とした風景の中をバスに30分ほど揺られて行っ

たところに忽然と姿を現す，緑豊かで広々とし

たキャンパスの中にある。帰りに裏門からキャ

ンパスの外に出たところ，そこはどこにでもあ

りそうな学生街であった。そこからアリカンテ

市内に戻る路線バスの車窓には，ごく普通の南

ヨーロッパの町並みが流れていった。主催者は

たぶん，遠来の我々に地中海性気候の乾燥地を

見せたかったのだと善意に解釈した。この会議

では，生物多様性，数理システム・モデル，植

林，湿地，環境毒性モデル，水資源，生態情報

計測，エネルギー生成と保全，環境危機管理，

浸食と土壌管理，持続的開発，持続的農業シス

テム，環境管理モデル，自然環境政策，自然資

アリカンテ市南東部の丘Monte Benacantilの頂上
に建つCastillo de Sta. B rbaraの城壁から海岸を
見下ろす。

源管理についての研究発表と討論が行われた。

最近の環境関連の国際会議では，自然科学系

だけでなく社会科学系のセッションが多くなる

傾向にある。アメリカ合衆国の京都議定書拒否

が象徴的に表しているように，世界の環境問題

は，自然科学による現象把握，原因究明と予測

の段階を過ぎ，政治問題として議論される段階

に来ている。2000年６月にカナダのハリファッ

クスで開催された では，生態EcoSummit 2000

学者が環境問題や野生動物の公平性を，いかに

政治問題として政府に働き掛けていくかが議論

されていたし，2001年2月にタイのチェンマイ

SARCS 2001 Sout he as t As iaで開催された （

）でも，自然科Regional Committee for START

学系のセッションは僅かしかなく，それ以外は

すべてマネージメントや政策のセッションであ

った。そして，今回の である。ECOSUD 2001

世界の潮流は，環境問題を自然科学的側面のみ

から議論するのではなく，政治科学的局面に向

かっていることを改めて感じた会議であった。
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